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山山
ゆ
り
ゆ
り

神
奈
川
県
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
と
天
秤
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
神
奈
川
県
弁
護
士
会

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。
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「
マ
ン
カ
ラ
」
と
い
う
ボ

ー
ド
ゲ
ー
ム
を
ご
存
知
で
す

か
？
最
近
ま
で
私
も
知
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
間
で
流
行

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。今
は
、

朝
・
夜
と
毎
日
の
よ
う
に
家

族
で
や
っ
て
い
ま
す
▼
ゲ
ー

ム
の
起
源
を
調
べ
て
み
る

と
、
ア
フ
リ
カ
や
中
近
東
、

東
南
ア
ジ
ア
で
古
く
か
ら
遊

ば
れ
て
い
た
伝
統
的
な
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
で
す
。「
マ
ン
カ

ラ
」と
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で「
動

か
す
」
を
意
味
す
る
動
詞
か

ら
派
生
し
た
名
詞
だ
そ
う
で

す
▼
ル
ー
ル
は
地
域
な
ど
に

よ
り
様
々
の
よ
う
で
、
ロ
ー

カ
ル
ル
ー
ル
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
基
本
は
６
個
の
穴
×

２
列
の
う
ち
、
自
分
の
陣
地

か
ら
石
が
無
く
な
れ
ば
勝
ち

と
い
う
も
の
で
す
。
時
間
は

５
〜
10
分
も
あ
れ
ば
終
わ
り

ま
す
▼
単
純
な
よ
う
で
す

が
、
相
手
の
石
の
動
き
を
先

読
み
し
て
、
自
分
の
石
を
動

か
す
た
め
、頭
を
使
い
ま
す
。

基
本
的
に
、
運
の
要
素
は
あ

り
ま
せ
ん
。
相
手
が
子
ど
も

だ
と
思
っ
て
甘
く
見
る
と
、

負
か
さ
れ
ま
す
▼
い
い
と
こ

ろ
は
、
別
に
商
品
を
購
入
し

な
く
て
も
、
自
宅
に
あ
る
も

の
で
す
ぐ
に
代
用
可
能
な
点

で
す
。「
石
と
穴
」
に
対
応

す
る
も
の
が
あ
れ
ば
遊
べ
ま

す
。
う
ち
も
、
最
初
は
、
小

さ
な
小
皿
と
ビ
ー
玉
な
ど
で

代
用
し
て
い
ま
し
た
（
た
だ

そ
の
後
、は
ま
っ
て
し
ま
い
、

商
品
を
購
入
し
ま
し
た
が
）

▼
お
勧
め
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
田
鍋　

智
之
）

日
時　

２
０
２
１
年
11
月
６
日
（
土
）　

10
時
〜
17
時
30
分

場
所　

 

会
館
・
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
※
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
　
　

 

詳
細
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
９
回　

人
権
シ
ン
ポ
㏌ 
か
な
が
わ

個人情報を含むため、
非掲載とさせていただきます。
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神奈川県模擬裁判交流戦での被告人質問の様子

露
木
事
件
を
振
り
返
る

村
事
件
に
つ
い
て
は
触
れ
た

（
48
頁
）
も
の
の
、
露
木
事

件
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な

い
。
神
奈
川
県
全
域
の
弁
護

士
会
が
こ
れ
だ
け
の
大
事
件

を
取
り
上
げ
な
く
て
よ
い
の

か
と
思
う
。

　

平
塚
市
図
書
館
が
発
行
す

る
「
き
ぃ
ぷ
」
第
48
号
（
２

０
０
１
年
９
月
。
以
下
「
き

ぃ
ぷ
」）
は
「
長
兵
衛
茶
屋

と
露
木
卯
三
郎
」
と
題
し
て

　

大
日
本
帝
国
憲

法
や
裁
判
所
構
成

法
が
制
定
さ
れ
る

前
の
明
治
17
年
10

月
18
日
、
横
浜
重

罪
裁
判
所
（
明
治

15
年
１
月
１
日
設

置
）
は
、淘
綾
（
ゆ

る
ぎ
）
郡
、
足
柄

上
郡
、
大
住
郡
の

農
民
８
名
に
死
刑

を
言
い
渡
し
た
。

き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

今
で
あ
れ
ば
民
事
事
件
と
し

て
処
理
で
き
る
事
案
が
最
悪

の
刑
事
事
件
と
な
っ
た
こ
と

に
胸
が
痛
む
。

　

横
浜
重
罪
裁
判
所
で
の
刑

事
裁
判
で
は
、
地
元
の
代
言

人
が
弁
護
人
と
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
誰
が
ど
の
よ
う

な
弁
護
活
動
を
行
っ
た
の

か
。
負
債
の
延
納
、
利
子
の

減
免
等
の
要
求
を
し
た
が
露

木
が
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
た

め
に
犯
行
に
至
っ
た
と
い
う

経
過
だ
っ
た
の
か
。
県
史
や

「
き
ぃ
ぷ
」
を
読
ん
で
も
代

言
人
は
出
て
こ
な
い
が
、
農

民
ら
は
、
露
木
と
の
交
渉
を

代
言
人
に
依
頼
し
よ
う
と
は

し
な
か
っ
た
の
か
。
利
息
制

限
法
を
使
っ
て
露
木
と
交
渉

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

か
。
判
決
は
、
ど
の
よ
う
な

事
実
を
認
定
し
、
ど
の
よ
う

な
理
由
で
全
員
の
死
刑
を
言

い
渡
し
た
の
か
。
今
、
露
木

事
件
の
２
つ
の
判
決
文
を
読

む
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
等

知
り
た
い
こ
と
が
多
い
。

　

１
３
７
年
前
の
事
件
で
あ

る
が
、
こ
の
事
件
を
埋
も
れ

た
ま
ま
に
し
て
よ
い
と
は
思

え
な
い
。
今
の
視
点
に
立
っ

て
露
木
事
件
を
振
返
り
、
そ

の
今
日
的
意
味
を
検
証
す
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

事
案
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

参
加
校
の
生
徒
た
ち
は
、
難

し
い
事
案
に
果
敢
に
食
ら
い

つ
き
、
作
問
者
の
想
定
を
超

え
る
よ
う
な
高
校
生
な
ら
で

は
の
発
想
で
、
弁
護
士
顔
負

け
の
法
廷
活
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
っ
た
こ
と
を
活
か
し
、
ス

ラ
イ
ド
な
ど
、
見
せ
方
に
工

夫
を
凝
ら
し
た
学
校
が
多
か

っ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

日
弁
連
模
擬
裁
選
手
権
で

は
、
公
文
国
際
学
園
と
清
泉

女
学
院
は
い
ず
れ
も
銅
賞
を

受
賞
し
た
。
神
奈
川
県
交
流

戦
で
は
、
湘
南
白
百
合
学
園

高
等
学
校
が
優
勝
、
初
出
場

の
中
央
大
学
附
属
横
浜
高
等

学
校
が
準
優
勝
と
な
っ
た
。

　

い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
と
な
っ
た
が
、
実

際
の
法
廷
を
使
え
な
い
反

面
、
場
所
の
制
限
な
く
参
加

で
き
る
企
画
と
し
て
、
大
変

充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
。

（
会
員　

萩
原　

経
）

郡
、
高
座
郡
に
も
及
び
そ
の

数
５
０
０
人
に
上
る
と
県
史

は
伝
え
て
い
る
。

　

明
治
17
年
５
月
15
日
、
８

名
の
農
民
は
、
露
木
の
妻
の

実
家
で
あ
る
大
磯
の
旅
館
宮

代
屋
を
襲
撃
し
、
止
宿
中
の

露
木
と
番
頭
を
殺
害
し
た
。

「
き
ぃ
ぷ
」
に
よ
れ
ば
、
こ

の
事
件
発
生
の
前
、
農
民
１

０
０
人
が
長
兵
衛
茶
屋
に
集

ま
っ
て
、「
竹
槍
筵
旗
を
も

っ
て
露
木
の
家
に
攻
め
込

み
、家
族
残
ら
ず
皆
殺
し
に
」

し
よ
う
と
協
議
し
、
小
田
原

警
察
署
の
巡
査
が
来
て
解
散

を
命
じ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
事
件
を
防
ぐ
こ
と
は
で

等
学
校
）
は
、
当
会
に
お
い

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
、
神
奈
川
県
模
擬
裁
判
交

流
戦
（
以
下
「
神
奈
川
県
交

流
戦
」）
に
参
加
し
た
。

　

日
弁
連
模
擬
裁
選
手
権

は
、
架
空
の
事
件
記
録
を
素

材
と
し
て
、
高
校
生
が
、
検

察
チ
ー
ム
・
弁
護
チ
ー
ム
を

組
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ
証
人
尋

問
・
被
告
人
質
問
・
論
告
・

弁
論
を
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
。
高
校
生
は
、
法
律

実
務
家
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
高
校
生
自
身
の
発
想
で

争
点
を
見
つ
け
出
し
、
整
理

し
、
尋
問
事
項
や
論
告
・
弁

論
も
自
ら
作
成
し
て
実
演
す

る
。
神
奈
川
県
交
流
戦
も
、

日
弁
連
模
擬
裁
選
手
権
と
同

一
の
題
材
を
用
い
、
ほ
ぼ
同

じ
内
容
で
実
施
し
た
。

　

今
年
の
事
案
の
争
点
は

「
収
賄
の
故
意
」、
し
か
も
男

女
の
恋
愛
感
情
の
機
微
が
判

断
に
影
響
す
る
高
度
な
も
の

で
、
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、

支
援
を
行
う
弁
護
士
に
と
っ

て
も
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い

県
史
に
は
な
い
判
決
結
果
や

後
年
、
８
名
の
供
養
塔
が
建

立
さ
れ
た
こ
と
な
ど
露
木
事

件
に
つ
い
て
補
筆
し
て
い
る
。

　

長
兵
衛
茶
屋
と
は
平
塚
市

土
屋
の
七
国
峠
に
あ
っ
た
休

息
所
で
、
多
く
の
負
債
農
民

が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
議
論
を

交
わ
し
た
と
い
う
。
露
木
卯

三
郎
は
、
淘
綾
郡
一
色
村
出

身
の
貸
金
業
者
で
、
借
主
は

上
記
３
郡
の
ほ
か
足
柄
下

と
清
泉
女
学
院
高
等
学
校
の

２
校
が
出
場
し
た
。

　

一
方
、
日
弁
連
模
擬
裁
選

手
権
に
出
場
で
き
な
か
っ
た

６
校
（
湘
南
白
百
合
学
園
高

等
学
校
、
洗
足
学
園
高
等
学

校
、
桐
光
学
園
高
等
学
校
、

中
央
大
学
附
属
横
浜
高
等
学

校
、
法
政
大
学
第
二
高
等
学

校
、
法
政
大
学
附
属
国
際
高

　

８
月
７
日
に
、
日
弁
連
が

主
催
の
第
14
回
高
校
生
模
擬

裁
判
選
手
権
（
以
下
「
日
弁

連
模
擬
裁
選
手
権
」）
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
神
奈
川
県
か
ら
は
、
８

つ
の
高
校
が
日
弁
連
模
擬
裁

選
手
権
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

が
、
出
場
校
数
の
制
限
に
よ

り
、
公
文
国
際
学
園
高
等
部

被
告
人
ら
は
判
決
を
不
服
と

し
て
上
告
し
た
が
、
明
治
18

年
６
月
27
日
、
大
審
院
は
、

こ
れ
を
棄
却
し
、
全
員
の
死

刑
が
確
定
し
、執
行
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
露
木
事
件
で
あ
る
。

　

６
年
前
の
真
土
村
事
件
の

再
来
と
言
わ
れ
た
こ
の
事
件

を
神
奈
川
県
史
は
時
代
背
景

を
含
め
８
頁
に
わ
た
っ
て
書

い
て
い
る
。
し
か
し
、
横
浜

弁
護
士
会
史
上
巻
は
、
真
土

司法から見た神奈川の150年 第４回

創
立
１
５
０
年
会
史
編
纂
Ｗ
Ｔ　

会
員　

間
部　

俊
明

高校生模擬裁判選手権
第14回

オンラインで開催

法
曹
人
口
検
証
問
題
の
現
在

法
曹
人
口
検
証
問
題
の
現
在（
上
）

（
上
）

「
法
曹
人
口
検
証
本
部
」
で

あ
り
、
２
０
２
０
年
９
月
か

ら
、
膨
大
な
統
計
資
料
の
検

証
と
、
更
な
る
減
員
を
打
ち

出
す
こ
と
の
是
非
に
関
す
る

議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

日
弁
連
執
行
部
は
、
２
０
２

１
年
度
中
に
検
証
作
業
を
終

え
、
今
後
の
方
針
を
示
す
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

に
か
け
て
弁
護
士
が
１
万
人

以
上
も
増
加
し
、
新
人
弁
護

士
の
「
就
職
難
」
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
く
。

　

そ
こ
で
、
日
弁
連
は
、
２

０
１
２
年
３
月
に
「
法
曹
人

口
政
策
に
関
す
る
提
言
」
を

発
表
し
た
（
以
下
「
２
０
１

２
年
提
言
」
と
い
う
）。
２

０
１
２
年
提
言
は
、
合
格
者

数
を
年
間
３
０
０
０
人
程
度

と
す
る
こ
と
は
抜
本
的
に
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
し
、「
司

法
試
験
合
格
者
数
を
ま
ず
１

５
０
０
人
に
ま
で
減
員
し
、

更
な
る
減
員
に
つ
い
て
は
法

曹
養
成
制
度
の
成
熟
度
や
現

実
の
法
的
需
要
、
問
題
点
の

改
善
状
況
を
検
証
し
つ
つ
対

処
し
て
い
く
べ
き
」
と
提
言

し
た
。

　

も
っ
と
も
、
２
０
１
２
年

提
言
が
示
し
た
「
１
５
０
０

人
」
と
い
う
数
字
に
は
異
論

も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
埼

玉
・
千
葉
県
・
長
野
県
・
兵

庫
県
・
札
幌
ほ
か
の
弁
護
士

会
は
「
合
格
者
数
を
１
０
０

０
人
程
度
と
す
べ
き
」
と
い

う
決
議
を
行
っ
て
い
る
し
、

現
在
で
も
そ
の
よ
う
な
意
見

は
根
強
い
。
な
お
、
当
会
の

当
時
の
意
見
は
「
年
間
１
５

０
０
人
程

度
」で
あ
る
。

　

そ
の
後
、

司
法
試
験
の

合
格
者
数
は

緩
や
か
な
減

少
に
転
じ
、

２
０
１
８
年

に
は
１
５
２

５
人
、
２
０

１
９
年
に
は

１
５
０
２
人

に
至
っ
た
。

そ
こ
で
、
日

弁
連
執
行
部

は
、
合
格
者

数
１
５
０
０

人
ま
で
の
減

員
は
達
成
さ

れ
た
と
判
断

し
、
更
な
る

減
員
を
提
言

す
べ
き
か
、

２
０
１
２
年

提
言
に
従
っ

た
検
証
作
業

を
開
始
し

た
。
こ
の
た

め
に
組
織
さ

れ
た
の
が

　

日
弁
連
で
は
、現
在
、「
司

法
試
験
合
格
者
の
更
な
る
減

員
を
提
言
す
べ
き
か
」
に
つ

い
て
、
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

２
０
０
２
年
３
月
、
政
府

の
司
法
制
度
改
革
推
進
計
画

は
「
２
０
１
０
年
こ
ろ
に
は

司
法
試
験
合
格
者
数
を
年
間

３
０
０
０
人
程
度
と
す
る
こ

と
を
目
指
す
」
と
の
指
針
を

示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

２
０
０
１
年
に
は
９
９
０
人

で
あ
っ
た
司
法
試
験
合
格
者

が
、
２
０
１
０
年
に
は
２
１

３
３
人
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
司
法
試
験
合

格
者
の
増
加
に
も
関
わ
ら

ず
、
裁
判
官
・
検
察
官
の
採

用
人
数
は
そ
れ
ほ
ど
増
加
し

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
２

０
０
３
年
か
ら
２
０
１
１
年

会
員　

武
内　

大
徳

年度（年）
2006
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020

合格者数（人）
1,558
2,209
2,135
2,133
2,063
2,102
2,049
1,810
1,850
1,583
1,543
1,525
1,502
1,450
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副
会
長　

畑　

裕
士

　
「
来
週
か
ら
報
道
部
に
い
っ
て
も

ら
い
た
い
」

　

昨
秋
、上
司
か
ら
突
然
言
わ
れ
た
。

　

入
社
し
て
す
ぐ
に
東
京
支
社
営
業

部
に
配
属
に
な
り
、

そ
の
後
放
送
外
事
業

の
業
務
な
ど
を
担
当

し
て
い
た
私
に
は
予

想
も
し
な
か
っ
た
異

動
の
辞
令
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、「
ス

ポ
ン
サ
ー
の
た
め
」

を
軸
に
仕
事
を
し
て

い
た
私
に
と
っ
て
、

全
く
の
違
う
畑
で
あ

る
か
ら
だ
。

　

北
海
道
出
身
で
大

学
時
代
を
神
奈
川
で

過
ご
し
た
も
の
の
、

全
く
土
地
勘
が
な
か
っ
た
私
が
ま
ず

最
初
に
苦
し
ん
だ
の
は
、
土
地
の
名

前
と
場
所
を
覚
え
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
清
川
村
、
湯
河
原
町
、
横
浜
市

泉
区
…
。
県
警
・
司
法
の
担
当
に
な

り
事
件
・
事
故
・
裁
判
の
取
材
が
メ

イ
ン
と
な
る
の
で
、「
○
○
で
事
件

が
発
生
し
た
」
と
聞
け
ば
現
地
に
向

か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
放
送
時

間
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
現
場
の

距
離
な
ど
か
ら
時
間
を
逆
算
す
る
に

は
必
須
の
ス
キ
ル
だ
。

　

ま
た
、テ
レ
ビ
で
あ
る
以
上
「
画
」

を
常
に
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
も
難

し
い
。「
画
」
と
「
原
稿
」
は
同
じ

ぐ
ら
い
大
切
な
も
の
で
お
互
い
を
補

う
こ
と
も
あ
る
。「
こ
こ
は
こ
う
い

う
画
が
あ
れ
ば
よ
り
伝
わ
る
」
と
い

う
の
は
同
行
す
る
カ

メ
ラ
マ
ン
か
ら
学
ぶ

ほ
か
な
い
。

　

一
方
で
、
少
な
い

経
験
値
で
は
あ
る

が
、
営
業
マ
ン
の
対

人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
記
者
の
対
人

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
似
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
と
感
じ

る
。
常
に
相
手
に
敬

意
を
払
う
こ
と
、
そ

し
て
相
手
の
悩
み
を

聞
く
こ
と
な
ど
な
ど

で
あ
る
。
情
報
を
も
ら
う
の
か
出
稿

を
も
ら
う
の
か
。
こ
の
違
い
だ
け
だ

と
思
う
。
奮
闘
は
き
ょ
う
も
続
く
。

　
（
テ
レ
ビ
神
奈
川　

報
道
部

 

齋
藤　

新
）

営

業マ
ン、記者デビュー

日
々
の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
て

の
不
摂
生
、
慣
れ
な
い
会
務

で
の
過
度
の
ス
ト
レ
ス
な
ど

が
原
因
と
い
う
こ
と
で
は
全

く
な
い
の
で
、ご
心
配
な
く
。

　

副
会
長
と
い
う
大
役
を
引

き
受
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

と
き
か
ら
、
一
年
間
の
激
務

　

こ
れ
ま
で
10
年
以
上
様
々

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦
し
て

は
挫
折
し
、
人
間
ド
ッ
ク
で

は
毎
回
メ
タ
ボ
診
断
を
受
け

て
き
た
。そ
ん
な
私
が
最
近
、

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
人
か
ら

「
痩
せ
た
？
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
チ
ラ
ホ
ラ
あ
る
。

に
備
え
て
、
体
力
維
持
と
体

調
管
理
の
た
め
に
長
年
の
懸

案
事
項
で
あ
っ
た
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
再
開
し
た
（
今
回
は
、

高
強
度
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
と
最
近
話
題
の
プ

チ
断
食
）。
そ
の
結
果
、
就

任
前
の
半
年
で
５
キ
ロ
、
就

任
後
に
も
３
キ
ロ
ほ
ど
減
量

し
、
完
全
に
メ
タ
ボ
ラ
イ
ン

を
下
回
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
初
の
予
想

通
り
、
理
事
者
の
仕
事
は
、

と
て
も
大
変
で
ス
ト
レ
ス
も

多
い
。
た
だ
し
、
伊
藤
信
吾

執
行
部
時
代
に
理
事
者
会
資

料
の
電
子
化
が
導
入
さ
れ
た

お
陰
で
、
お
そ
ら
く
現
在
の

理
事
者
業
務
は
以
前
に
比
べ

る
と
格
段
に
負
担
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
委
員
会
や
会
議
へ
の

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
、
事
務
所
の

通
常
業
務
の
電
子
化
に
よ

り
、
現
場
以
外
で
も
仕
事
を

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

副
会
長
へ
の
就
任
前
後
に

は
「
イ
ソ
弁
な
し
で
大
丈

夫
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が

多
く
不
安
も
大
き
か
っ
た

が
、
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化
、
優
秀

な
弁
護
士
会
事
務
局
の
サ
ポ

ー
ト
、
担
当
委
員
会
の
先
生

方
や
所
属
事
務
所
の
支
援
等

や
、
明
る
く
頼
り
に
な
る
執

行
部
の
メ
ン
バ
ー
に
も
囲
ま

れ
、
今
は
、
何
と
か
乗
り
切

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
今
年
度
の
個
人
的

な
目
標
の
一
つ
は
年
度
末
に

リ
バ
ウ
ン
ド
し
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

常
議
員
を
拝
命
し
た
の
は

２
回
目
に
な
る
。
前
回
は
随

分
と
前
の
こ
と
だ
が
、
長
時

間
に
わ
た
る
議
論
に
堪
え
ら

れ
ず
、
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し

て
し
ま
っ
た
苦
い
記
憶
が
残

る
。

　

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
乗
り

気
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、

46
期
は
毎
年
順
番
で
常
議
員

を
輩
出
す
る
ル
ー
ル
な
の

で
、
順
番
と
い
う
こ
と
で
今

期
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
期
は
我
が
同
期
の
フ
タ

の
が
偽
ら
ざ
る
本
音
で
は
あ

る
。

　

も
っ
と
も
、
最
近
は
や
り

の
ウ
ェ
ブ
会
議
は
ど
う
も
好

き
に
な
れ
な
い
。
調
停
も
し

か
り
、
裁
判
も
し
か
り
、
気

持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
は
、

ち
ゃ
ん
が
会
長
で
、

応
援
の
気
持
ち
は
１

２
０
％
な
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
２
時

間
に
も
及
ぶ
会
議
は

や
は
り
苦
手
で
あ
る
。

　

執
行
部
の
ご
苦
労

を
顧
み
ず
勝
手
な
こ

と
を
言
っ
て
申
し
訳

な
い
が
、
な
ん
と
か

工
夫
し
て
も
ら
っ

て
、
せ
い
ぜ
い
１
時

間
程
度
で
終
え
て
も

ら
え
な
い
か
と
い
う

や
は
り
リ
ア
ル
が
一
番
よ
い

と
思
う
。

　

し
か
し
大
変
な
世
の
中
に

な
っ
た
。
横
浜
港
に
罹
患
者

を
乗
せ
た
船
が
停
泊
し
て
い

た
の
は
去
年
の
２
月
の
こ
と

だ
っ
た
か
。
あ
の
こ
ろ
は
ど

こ
か
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ

て
い
た
が
、
あ
れ
か
ら
１
年

半
。
危
機
は
身
近
に
迫
り
、

事
態
は
ま
す
ま
す
深
刻
の
度

を
増
し
て
い
る
。
出
口
が
見

え
な
い
世
情
は
不
安
だ
が
、

明
け
な
い
夜
は
な
い
と
の
譬

え
を
信
じ
て
、
心
お
き
な
く

笑
え
る
日
が
来
る
ま
で
元
気

で
い
た
い
と
思
う
。

　

そ
れ
で
は
、
沖
で
イ
カ
が

呼
ん
で
い
る
よ
う
な
の
で
、

こ
の
へ
ん
で
（
令
和
３
年
８

月
記
）。

イ
ソ
弁
な
し
で
大
丈
夫
？

理
事
者
室

だ
よ
り

常議員会
の い ま 雑　感

会員　濱田　崇（46期）

　

８
月
19
日
、

松
嶋
佳
史
会
員

の
留
萌
ひ
ま
わ

り
基
金
法
律
事

務
所
所
長
就
任

激
励
会
が
、
当

会
会
館
５
階
で

開
催
さ
れ
た
。

　

緊
急
事
態
宣

言
中
で
は
あ
っ

た
が
、
当
会
の

会
員
11
名
が
会

館
に
集
ま
っ
た

他
、
全
国
各
地

（
青
森
か
ら
熊

本
ま
で
）
か
ら

松
嶋
会
員
を
応

援
し
た
い
と
い

う
か
な
が
わ
パ

ブ
リ
ッ
ク
法
律

事
務
所（
以
下
、

『
萌
』
え
る
よ
う
な
恋
を
し

て
も
、
現
地
に
『
留
』
ま
る

こ
と
な
く
当
会
に
戻
っ
て
き

て
ほ
し
い
。」
と
い
う
渾
身

の
言
葉
が
届
け
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
激
励
の
言
葉
を

受
け
、松
嶋
弁
護
士
か
ら
は
、

「
迷
っ
た
ら
依
頼
者
の
た
め

に
ど
の
方
法
が
い
い
の
か
、

そ
こ
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る

べ
き
、
と
い
う
か
な
パ
ブ
の

教
え
を
胸
に
、
留
萌
で
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う

力
強
い
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

旭
川
弁
護
士
会
・
留
萌
支

部
は
松
嶋
会
員
も
含
め
て
弁

護
士
２
名
の
地
域
で
あ
る
。

現
地
で
は
大
変
な
苦
労
が
待

っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
か
な

パ
ブ
か
ら
地
方
に
派
遣
さ
れ

た
13
人
目
の
卒
業
生
、
そ
し

て
当
会
の
代
表
と
し
て
、
ぜ

ひ
、頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
（
公
設
事
務
所
支
援
委
員
会

　
　

副
委
員
長

 

長
谷
山　

尚
城
）

「
か
な
パ
ブ
」
と
い
う
）
出

身
者
な
ど
８
名
の
弁
護
士
が

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
参
加
し
、
心
温

ま
る
会
と
な
っ
た
。

　

松
嶋
会
員
の
指
導
を
担
当

し
た
、
か
な
パ
ブ
の
社
員
弁

護
士
で
あ
る
青
木
一
愛
会
員

か
ら
は
、
松
嶋
会
員
が
高
校

を
中
退
し
板
前
と
し
て
活
動

し
て
い
た
こ
と
、
板
前
修
業

の
初
日
に
「
こ
の
職
場
に
労

働
基
準
法
は
な
い
」
と
言
わ

れ
毎
日
18
時
間
労
働
し
て
い

た
こ
と
、
そ
う
し
た
苦
労
を

下
に
現
在
の
「
仏
の
松
嶋
」

が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
面
白
お
か
し
く
語

ら
れ
た
。

　

松
嶋
会
員
と
同
じ
班
の
チ

ュ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
藤
田
章

弘
会
員
か
ら
は
、「
留
萌
で

松嶋佳史会員

留萌でも頑張って！！留萌でも頑張って！！

花束を抱える松嶋会員を囲んで
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高齢者等の高齢者等の

～日弁連会員人権擁護大会プレシンポジウム開催～～日弁連会員人権擁護大会プレシンポジウム開催～

見守りネットワーク構築を目指して！見守りネットワーク構築を目指して！

　

本
号
１
面
は
、
新
体
制
が

整
っ
た
事
務
局
紹
介
で
す
。

全
面
事
務
局
が
主
役
の
紙
面

と
い
う
の
は
な
か
な
か
珍
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
棟
居
事
務
局
長
以
下
事

務
局
の
皆
様
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
５
日
、
人
材
育
成
支

援
委
員
会
の
委
員
を
中
心
と

し
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
木

澤
克
之
最
高
裁
判
所
判
事
を

訪
問
し
た
。
木
澤
判
事
は
、

東
京
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士
の
後
、
平
成
28
年
７
月
最

高
裁
判
所
判
事
に
任
官
し
、

本
年
８
月
定
年
に
よ
り
退
官

さ
れ
た
。

ぶ
ま
れ
た
も
の
の
、
規
模
を

縮
小
す
る
形
に
て
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
た
。木
澤
判
事
、

担
当
秘
書
官
そ
の
他
協
力
頂

い
た
最
高
裁
判
所
の
皆
様
に

は
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
。

　

そ
の
よ
う
に
制
約
の
あ
る

中
で
行
わ
れ
た
今
回
の
訪
問

で
あ
っ
た
が
、
重
厚
な
第
一

　

最
高
裁
判
事

訪
問
は
当
委
員

会
の
恒
例
企
画

で
あ
る
が
、
昨

年
は
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
中
止
と

な
っ
て
し
ま
っ

た
。
本
年
も
直

前
の
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
に

よ
り
実
施
が
危

小
法
廷
の
評
議
室
を
見
学
さ

せ
て
頂
い
た
後
、
木
澤
判
事

室
に
お
い
て
行
わ
れ
た
判
事

と
の
懇
談
は
、
予
定
時
間
の

１
時
間
を
大
幅
に
超
え
た
２

時
間
余
に
及
ぶ
、
充
実
し
た

時
間
と
な
っ
た
。

　

評
議
の
秘
密
が
あ
る
た
め

お
話
し
頂
け
る
範
囲
は
限
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
木
澤
判
事
が
関
わ
っ

た
判
決
に
つ
い
て
の
お
話
し

は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ

っ
た
。

　

例
え
ば
、
預
金
債
権
が
遺

産
分
割
の
対
象
と
な
る
と
判

断
し
た
決
定
で
は
、
前
任
の

山
浦
善
樹
判
事
の
後
任
と
し

て
い
き
な
り
主
任
と
な
り
ご

苦
労
さ
れ
た
こ
と
、
地
方
議

会
議
員
の
出
席
停
止
処
分
に

司
法
審
査
が
及
ぶ
と
し
た
判

決
で
は
、
60
年
ぶ
り
の
判
例

変
更
と
い
う
歴
史
的
な
事
件

に
携
わ
り
大
き
な
感
慨
を
お

持
ち
に
な
っ
た
こ
と
、
被
害

者
保
護
を
重
視
し
て
国
や
企

業
の
責
任
を
広
く
認
め
た
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
判
決
で

は
、
任
期
の
ほ
ぼ
全
部
を
か

け
て
膨
大
な
記
録
を
相
手
に

取
り
組
ま
れ
た
こ
と
な
ど
。

　

と
り
わ
け
興
味
を
引
い
た

の
は
、
夫
婦
別
姓
を
合
憲
と

す
る
大
法
廷
判
決
に
つ
い
て

の
話
題
で
あ
っ
た
。
先
に
出

た
平
成
27
年
大
法
廷
判
決
や

夫
婦
別
姓
が
実
現
し
た
場
合

の
制
度
全
体
な
ど
様
々
な
角

度
か
ら
検
討
さ
れ
た
上
で
結

論
を
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
た
。

　

木
澤
判
事
に
は
、
将
来
当

会
に
て
ご
講
演
の
機
会
を
賜

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
会

員
の
皆
様
に
は
是
非
ご
参
加

頂
き
、
最
高
裁
判
事
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
仕
事
の
一
端
に

触
れ
て
頂
き
た
い
。

　
（
人
材
育
成
支
援
委
員
会

　
　

副
委
員
長　

 

岩
田　

武
司
）

木
澤
克
之
最
高
裁
判
所
判
事
に

お
話
し
を
伺
う

私
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
法

Lawyer's
コラム

な
連
絡
が
中
心
で
あ
る
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
、

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ（
以
下
、

Ｆ
Ｂ
と
い
う
）、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ

ａ
ｍ
の
よ
う
な
、（
範
囲
を

定
め
て
）
公
開
投
稿
を
行
う

形
式
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
存
在
す
る
。

　

前
者
は
、
電
話
、
メ
ー
ル

と
い
っ
た
旧
来
の
連
絡
手
段

　

弁
護
士
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

利
用
も
一
般
的
に
な
っ
て
い

る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
ク
ロ
ー
ズ
ド

の
延
長
線
上
に
あ
る
利
用
方

法
と
考
え
、
こ
こ
で
は
後
者

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

筆
者
は
Ｆ
Ｂ
を
多
用
し
て

い
る
が
、
業
務
上
は
①
依
頼

者
や
顧
問
先
か
ら
の
案
件
に

関
す
る
連
絡
②
新
規
問
い
合

わ
せ
の
２
つ
が
多
い
。

　

定
期
的
に
事
件
の
依
頼
が

来
る
わ
け
で
は
な
い
街
弁
と

し
て
「
何
か
あ
っ
た
と
き
の

相
談
先
」
と
し
て
覚
え
て
お

い
て
も
ら
う
こ
と
は
有
益
で

あ
る
。

　

私
の
Ｆ
Ｂ
上
の「
友
人
数
」

は
お
よ
そ
２
５
０
０
名
（
ほ

　

第
63
回
人
権
擁
護

大
会
第
２
分
科
会

「
超
高
齢
社
会
に
お

け
る
消
費
者
被
害
の

予
防
と
救
済
を
考
え

る
〜
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
社
会
を
め
ざ

し
て
〜
」
の
プ
レ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し

て
、８
月
23
日
、「
み

ぼ
直
接
の
面
識
が
あ
る
方
に

限
っ
て
い
る
）
だ
が
、
紹
介

案
件
は
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル
よ

り
む
し
ろ
Ｆ
Ｂ
経
由
が
主
で

あ
る
。
Ｆ
Ｂ
上
で
旅
行
や
趣

味
を
見
て
い
る
友
人
な
ら
、

例
え
数
年
ぶ
り
で
も
話
題
が

形
成
し
や
す
い
。
相
談
者
側

も
日
常
的
な
私
の
投
稿
を
目

に
し
て
い
る
た
め
「
相
談
へ

の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
」
が
低

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
徴
と

し
て
、
１
度
会
っ
た
だ
け
の

お
ぼ
ろ
げ
な
ご
縁
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
維
持
す
る
、
一
度
交
流

ん
な
で
防
ご
う
高
齢
者
等
の

消
費
者
被
害
〜
地
域
連
携
の

あ
り
方
を
考
え
る
〜
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　

千
葉
県
弁
護
士
会
拝
師
徳

彦
弁
護
士
の
基
調
講
演
に
お

い
て
は
、
次
の
よ
う
な
報
告

が
な
さ
れ
た
。
高
齢
者
の
相

談
が
増
加
傾
向
で
被
害
額
も

高
額
で
あ
る
。
従
来
の
行
政

の
途
絶
え
た
友
人
を
共
通
の

友
人
の
と
こ
ろ
か
ら
発
見
す

る
な
ど
の
便
利
な
使
い
方
も

あ
る
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
私
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ゼ
ロ
か
ら
の
人
間

関
係
を
構
築
す
る
ツ
ー
ル
で

は
な
く
、
も
ろ
く
消
え
や
す

い
人
の
繋
が
り
を
、補
強
し
、

維
持
し
て
い
く
補
助
ツ
ー
ル

と
考
え
て
い
る
。

　

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
な
ど
で

は
匿
名
実
名
が
入
り
乱
れ
て

激
し
い
議
論
か
ら
職
場
へ
の

ボ
ヤ
キ
・
告
発
に
至
る
ま
で

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
投
稿
も
多

や
警
察
に
よ
る
対
応
で
は
限

界
が
あ
り
、
自
主
的
な
被
害

防
止
も
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
連
携
を
活
用
し
た

見
守
り
が
重
要
で
あ
る
。
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口

に
た
ど
り
着
く
人
は
被
害
に

あ
っ
た
人
の
数
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
た
め
、
地
域
連
携
に

よ
り
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

利
用
促
進
が
必
要
で
あ
る
。

意
欲
の
あ
る
公
務
員
な
ど
の

人
的
関
係
の
み
に
頼
っ
た
連

携
は
そ
の
公
務
員
が
異
動
す

る
と
連
携
の
継
続
が
困
難
な

た
め
、
組
織
と
し
て
継
続
的

な
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
地

域
協
議
会
を
設
置
す
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
な
ど
、で
あ
る
。

　

な
お
、
消
費
者
安
全
法
に

基
づ
き
高
齢
者
な
ど
の
消
費

者
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
地
方

公
共
団
体
及
び
地
域
の
関
係

者
が
連
携
し
て
見
守
り
活
動

を
行
う
消
費
者
安
全
確
保
地

域
協
議
会
（
以
下
、
地
域
協

議
会
と
い
う
。
通
称
「
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」）
の
設

置
が
可
能
と
な
っ
た
。
神
奈

川
県
下
で
は
本
年
４
月
か
ら

く
、
弁
護
士
か
ら
弁
護
士
へ

の
名
誉
毀
損
を
理
由
と
し
た

開
示
請
求
も
見
ら
れ
る
。
信

念
を
厳
し
く
伝
え
る
こ
と
も

時
に
必
要
で
あ
る
が
、
私
は

「
駅
前
の
看
板
に
身
分
を
明

か
し
て
書
け
な
い
こ
と
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
書
く
べ
き
で
な
い
」

と
考
え
て
い
る
。
炎
上
や
誹

謗
中
傷
の
対
策
に
は
共
著
の

告
知
を
…
…
な
ど
と
思
い
か

け
た
の
で
す
が
、
拙
著
は
ま

だ
ゲ
ラ
読
み
合
わ
せ
の
途
中

な
の
で
し
た
。
残
念
。

（
会
員　

田
畑　

淳
）

鎌
倉
市
が
県
内
初
の
地
域
協

議
会
を
設
置
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
小
野
仁
司
会
員

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
神
奈
川
県
と
鎌
倉
市
の

消
費
者
担
当
者
に
拝
師
弁
護

士
も
加
わ
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

神
奈
川
県
か
ら
は
地
域
協

議
会
の
設
置
を
後
押
し
し
て

い
く
準
備
が
あ
る
こ
と
、
既

存
の
連
携
を
利
用
し
て
協
議

会
を
立
ち
上
げ
そ
の
後
に
補

充
し
て
い
く
方
法
も
あ
る
こ

と
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

鎌
倉
市
は
協
議
会
設
置
ま

で
の
経
緯
、参
加
メ
ン
バ
ー
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
継
続
的
な
見

守
り
を
行
う
た
め
に
は
地
域

協
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
が

有
効
で
あ
る
な
ど
有
意
義
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

消
費
者
問
題
対
策
委
員
会

と
し
て
も
、
今
後
、
神
奈
川

県
下
の
自
治
体
に
お
け
る
地

域
協
議
会
の
設
置
の
た
め
に

協
力
し
て
い
き
た
い
。

（
会
員　

松
岡　

泰
樹
）

充実したパネルディスカッションの様子

最高裁判所
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デ
ス
ク　

久
保　

義
人

　

記　

者　

青
山　

良
治

　
　
　
　
　

田
鍋　

智
之

　
　
　
　
　

小
野　

航
平

　
　
　
　
　

土
居　

久
子

　
　
　
　
　

飯
島　

麻
樹

　
　
　
　
　

中
込　

竜
司


